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Abstract
Acne eruptions can be categorized as comedones which are not associated with inflammation or erythematous papules 

and pustules which are associated with inflammation. The pathogenic mechanism is also roughly categorized as a comedo-
forming process or an inflammation-aggregating process. Treatment should be considered according to the presence and ab-
sence of inflammation and performed by either alone or in combination of the following treatments: treatment with external 
medication, treatment with internal medication, and physical treatment. Needless to say, it is important to give advices to pa-
tients on their lifestyles such as facial cleansing.
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は じ め に

にきび（尋常性痤瘡）は主として思春期に発症し，顔
面，胸背部などに毛孔に一致して面皰，紅色丘疹，膿疱
などを認め，これらの皮疹が慢性に経過する脂腺性毛包
をおかす慢性炎症性疾患で，ほとんどの人が程度の差は
あれ一生に一度は経験するものである。したがって，本
症を身体の発育過程における生理現象の一つとしてとら
えることも可能であるが，その症状が強い場合には一つ
の皮膚疾患としてとらえるべきであり，にきびで悩んで
いる人は想像以上に多い。本稿ではにきびについて概説
する。

1.　概念

痤瘡には薬剤による痤瘡，感染による痤瘡など多くの
疾患が含まれており，その原因も極めて多岐にわたって
いる （Table 1）。尋常性痤瘡は脂腺性毛包をおかす慢性
炎症性疾患で，痤瘡の中で最も代表的な疾患であり，一
般に痤瘡といえば“尋常性痤瘡”，すなわち“にきび”
のことを指す。

2.　臨床症状 （Fig. 1）

皮疹は大きく二つに分類することができ，一つは炎症
を伴わない皮疹である面皰であり，もう一つは炎症を伴
う皮疹である紅色丘疹，膿疱などである。
肉眼的なにきびの初発症状は面皰である。面皰には2

種類あり，正常皮膚色の小さな盛り上がりとしてみられ
る，毛孔が閉鎖している閉鎖面皰（白にきび）と，閉鎖
面皰内の内容物が次第に増加してきて，毛孔が開放さ
れ，内容物が顔を出し，黒色の固まりとしてみられる開
放面皰（黒にきび）がある。この面皰に炎症反応が加
わってきた状態が紅色丘疹であり，この紅色丘疹がさら
に進展した状態が膿疱である。紅色丘疹は毛孔に一致し
た皮膚色から紅色の円錐形の小丘疹であり，膿疱は表在
性の紅暈を有する小膿疱である。膿疱より炎症がさらに
深部に進行していくと硬結となっていき，治癒後に瘢痕
を残すこととなる。

3.　診断

薬剤などが原因となり，にきびと類似した臨床症状を

日本香粧品学会誌　Vol. 36, No. 1, pp. 17–22 （2012）

藤田保健衛生大学　医学部　応用細胞再生医学講座
〒470–1192 愛知県豊明市沓掛町田楽ヶ窪1–98
連絡先　E-mail: akamatsu@fujita-hu.ac.jp

Department of Applied Cell and Regenerative Medicine, Fujita Health 
University School of Medicine （1–98 Dengakugakubo, Kutsukake-
cho, Toyoake, Aichi 470–1192, Japan）

Table 1. 痤瘡の種類

赤松浩彦：にきび（尋常性痤瘡）の臨床と発症機序，Visual 
Dermatology, 2: 2003. 


